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11 月 18 日（土）に開催された「第 19 回浜坂みなとカニ祭り」。「活セコガ二をすく
い取る『バケツ販売』」「カニ釣り大会」など楽しい催し物がたくさん開催されました。
会場内は大勢の来場者でにぎわってました。
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●温泉総合支所が移転します！………………5ページ

●合併後初のバランスシートを作成… …………6ページ

●糸城最終処分場跡地植栽イベント……… 16ページ
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H18（2006）.12.14

る
も
の
で
、「
災
害
予
防
計
画
」「
災
害

応
急
対
策
計
画
」「
災
害
復
旧
・
復
興

計
画
」
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

　

11
月
22
日
の
第
１
回
防
災
会
議
で

は
、
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
平
成

２
年
の
台
風
19
号
と
類
似
規
模
の
災
害

を
想
定
し
、
あ
ら
か
じ
め
作
成
し
た
計

画
素
案
を
提
示
し
、
協
議
を
進
め
ま
し

た
。
今
後
は
、委
員
の
意
見
、パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
踏
ま
え
、
２
月
末
ま
で

に
修
正
作
業
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
同

時
に
兵
庫
県
と
の
事
前
協
議
を
行
い
な

が
ら
最
終
取
り
ま
と
め
を
行
い
ま
す
。

　

地
域
防
災
計
画
は
、
旧
浜
坂
町
、
旧

温
泉
町
の
地
域
防
災
計
画
、
県
地
域
防

災
計
画
及
び
本
町
と
同
規
模
の
他
の
自

治
体
地
域
防
災
計
画
な
ど
を
考
慮
し
な

が
ら
、
本
町
に
お
け
る
住
民
の
生
命
、

身
体
及
び
財
産
を
災
害
か
ら
保
護
す
る

と
と
も
に
、
社
会
秩
序
の
維
持
、
公
共

の
福
祉
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
定

め
る
も
の
で
す
。

　

同
計
画
は
、
町
、
指
定
地
方
行
政
機

関
（
土
木
、
健
康
福
祉
事
務
所
、
警
察

な
ど
）、
指
定
公
共
機
関
（
関
西
電
力
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
）
等
の
行
う
防
災
活
動
を
総
合

的
か
つ
計
画
的
に
実
施
す
る
指
針
と
な

　住民の皆さまが安全で安心して暮らせるまちづくりを目指すため、災害対策基本法に基づ
く本町の災害予防、災害応急対策及び災害復旧に関する事項など災害対策全般について定め
た「新温泉町地域防災計画」策定に向け、11 月 22 日（水）、浜坂多目的集会施設で第１回
防災会議を開催しました。

「新温泉町地域防災計画」策定に向け

災
害
予
防
計
画

　

災
害
の
発
生
を
未
然
に
防
止
し
、
ま

た
は
被
害
を
最
小
限
度
に
と
ど
め
る
た

め
の
準
備
や
心
構
え
を
定
め
た
も
の
で

す
。
計
画
で
は
、
災
害
に
強
い
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
防
災
基
盤
整
備

事
業
の
推
進
を
は
じ
め
災
害
応
急
対
策

へ
の
備
え
の
充
実
を
図
る
た
め
、
平
時

か
ら
の
防
災
組
織
体
制
に
つ
い
て
定
め

て
い
ま
す
。
ま
た
。
災
害
発
生
時
は
、

平
時
の
ル
ー
ト
に
よ
る
供
給
や
外
部
か

ら
の
支
援
が
困
難
に
な
る
可
能
性
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
必
要
と
な
る
食
料
、
物

資
等
の
備
蓄
、
調
達
体
制
の
整
備
に
つ

い
て
定
め
て
い
ま
す
。

災
害
応
急
対
策
計
画

　

災
害
現
場
に
お
け
る
効
率
的
な
活
動

展
開
と
迅
速
、
的
確
な
災
害
応
急
対
策

を
実
施
す
る
た
め
、
町
と
関
係
機
関
の

緊
急
時
の
組
織
体
制
、
情
報
収
集
伝
達

体
制
の
確
立
、
防
災
関
係
機
関
な
ど
と

の
連
携
を
包
括
し
た
応
急
活
動
体
制
を

整
え
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

住
民
へ
の
災
害
に
係
る
広
報
広
聴
活

動
、
避
難
対
策
、
人
命
救
急
活
動
及
び

救
急
医
療
活
動
や
ご
み
処
理
な
ど
の
廃

棄
物
対
策
な
ど
に
つ
い
て
定
め
て
い
ま
す
。

本年 9 月 3 日、照来小学校で行われた「兵庫県合同防災訓練」



�

災
害
復
旧
・
復
興
計
画

　

復
旧
事
業
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
の

激
甚
災
害
指
定
に
関
す
る
事
項
、
金
融

に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
た
も
の

で
す
。

　
「
新
温
泉
町
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン

ト
制
度
」
に
基
づ
き
、
住
民
の
皆
さ
ま

へ
素
案
を
公
開
し
ま
す
。
そ
し
て
、
提

案
の
あ
っ
た
意
見
を
計
画
に
反
映
さ
せ

る
予
定
で
す
。
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
案
件
名

　

新
温
泉
町
地
域
防
災
計
画

H18（2006）.12.14

広報しんおんせん（12月号）

▼
意
見
募
集
期
間

　

12
月
14
日
～
１
月
10
日
ま
で

▼
意
見
提
出
方
法
及
び
提
出
先

　

手
紙
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
ご

意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

〒
６
６
９
‐
６
７
９
２

　

新
温
泉
町
浜
坂
２
６
７
３
‐
１

　

新
温
泉
町
町
民
課　

消
防
防
災
係
宛

　

Ｆ
Ａ
Ｘ

　
（
０
７
９
６
）
82
‐
２
９
７
０

　

Ｅ
メ
ー
ル

　

info@
tow
n.shinonsen.hyogo.jp

▼
計
画
（
案
）
の
入
手
方
法

◇
町
民
課

◇
温
泉
総
合
支
所　

住
民
福
祉
課

◇
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▼
問
い
合
わ
せ

　

町
民
課　

消
防
防
災
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
１

新温泉町国民保護計画（案）に関する
意見募集（パブリックコメント）

　武力攻撃事態等における国民の保護のための措
置に関する法律の制定に伴い、本町は新温泉町国
民保護協議会を設置し、年度内の国民保護計画策
定に向け協議を進めています。
　この計画は、武力攻撃事態等（着上陸侵攻、ゲ
リラや特殊部隊による攻撃、弾道ミサイル攻撃、
航空攻撃）から、住民の生命、身体及び財産を保
護し、住民生活等におよぼす影響を最小限にする
ためのものです。
　このたび、国民保護計画（案）がまとまりまし
たので、新温泉町地域防災計画とあわせて、「新温
泉町パブリック・コメント制度」により住民の皆
さまに事前にその内容を公表して、ご意見をいた
だき、計画に反映させたいと考えています。
　皆さまからのご意見をお待ちしています。

◆案件名
　新温泉町国民保護計画
◆意見募集期間
　12月 14日～１月 10日まで
◆意見提出方法及び提出先
　手紙、ファックス、メールでご意見をお寄せください。
　〒６６９‐６７９２
　新温泉町浜坂２６７３‐１
　　新温泉町町民課　消防防災係宛
　ＦＡＸ（０７９６）82‐２９７０
　Ｅメール info@town.shinonsen.hyogo.jp
◆計画（案）の入手方法
　新温泉町地域防災計画と同様です。

‐ 問い合わせ ‐
町民課　消防防災係

　℡（0796）82 ‐ 5621

◆新温泉町防災会議委員

機関名 役職名 氏名
新温泉町 町長（会長） 馬場雅人
兵庫県但馬県民局 防災担当参事 田渕善人
兵庫県新温泉土木事務所 所長 加納新次
兵庫県新温泉健康福祉事務所 所長 足立義美
兵庫県美方警察署 署長 内田　滿
新温泉町議会 議長 小林俊之

新温泉町

助役 脇本松夫
温泉総合支所長 中村幸夫
総務課長 山崎正男
建設課長 尾﨑睦夫

新温泉町教育委員会 教育長 北村繁行
美方広域消防本部 消防長 田村隆雄
新温泉町消防団 団長 平澤輝實
関西電力㈱ 豊岡営業所長 澤井光義

ＮＴＴ西日本 兵庫支店災害対
策室室長代理 鳥川義弘

全但バス㈱ 湯村温泉営業所長 西尾恭司
（敬称略）
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本
計
画
は
、
平
成
15
年
７
月
に
制
定

さ
れ
た
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法

に
基
づ
く
旧
浜
坂
町
、
旧
温
泉
町
の
計

画
を
踏
ま
え
、
本
町
と
し
て
の
計
画
を

ま
と
め
る
も
の
で
す
。
本
年
７
月
に
第

１
回
策
定
委
員
会
を
開
催
し
て
以
降
、

延
べ
３
回
の
審
議
に
よ
り
、
こ
の
た
び

計
画
書
の
概
要
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
住
民
の
皆
さ
ま
へ
公
開
し
、

ご
意
見
等
を
い
た
だ
き
、
計
画
に
反
映

さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

▼
計
画
書
概
要
の
提
示
場
所　

◇
福
祉
課

◇
温
泉
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

◇
浜
坂
保
健
セ
ン
タ
ー

◇
温
泉
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
す
こ
や

　

か
～
に
」

◇
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▼
募
集
期
間　

12
月
14
日
～

　

１
月
19
日
ま
で

▼
応
募
方
法

　

手
紙
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
ご

　

意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

〒
６
６
９
‐
６
７
９
２

　

新
温
泉
町
浜
坂
２
６
７
３
‐
１

　
　

新
温
泉
町
福
祉
課　

児
童
係
宛

　

Ｆ
Ａ
Ｘ

　
　
（
０
７
９
６
）
82
‐
２
９
７
０

　

Ｅ
メ
ー
ル

　
　

info@
tow
n.shinonsen.hyogo.jp

▼
問
い
合
わ
せ

　

次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
策
定

　

委
員
会
事
務
局
（
福
祉
課
児
童
係
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
０　

‐
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
‐

子
育
て
支
援
・
子
ど
も
の
健
全
な
育
成
支
援
に
つ
い
て

　

現
在
、
本
町
は
町
の
少
子
化
対
策
、
子
育
て
支
援
、
子
ど
も
の
健
全
育
成
支
援
に

関
す
る
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
、
町
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
策
定
委
員
会
で

行
動
計
画
を
策
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
策
定
に
向
け
、
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

契 約 請 負 状 況   （250 万円以上 )
工 事 ・ 事 業 名 場所 規　　　　　模 契約額 ( 円 ) 工　　　　　   期 業　者　名
浜坂（下タ山）公共建
設残土処分場処分場間
連絡道路新設工事

浜坂
連絡道路新設工事
Ｌ＝ 76 ｍ
Ｗ＝ 6.5 ｍ

11,025,000 平成 18年 10月 20日～　平成 19年 2月 26日 株本建設工業㈱

普通河川田井川河
川改良工事 田井 河川改良工事

Ｌ＝ 28 ｍ  2,730,000 平成 18年 10月 24日～　平成 18年 12月 27日 ㈲久瀬工務店

町道二日市古市線
道路概略設計業務
委託

二日市他 道路概略設計
Ｌ＝ 6.0㎞他 5,355,000 平成 18年 11月 2日～　平成 19年 1月 5日 ㈱ウエスコ

林道三尾御崎線災
害 復 旧 1・2 号 箇
所工事

三尾 法面保護工
Ａ＝ 284㎡他 2,835,000 平成 18年 10月 31日～　平成 19年 3月 26日 ㈱重機建設水田組

細田稲負谷線他消
雪点検整備工事 細田他 消雪工点検整備

L ＝ 2,740m 3,990,000 平成 18年 10月 31日～　平成 19年 3月 30日 ㈲山下土建

千原旧国道線他消
雪点検整備工事 千原他 消雪工点検整備

L ＝ 1,539m 3,360,000 平成 18年 10月 31日～　平成 19年 3月 30日 尾﨑建設㈱

温泉総合支所防災
ネット移設工事 湯 防災端末・地震計処理装

置・発電機移設 4,756,500 平成 18年 11月 2日～　平成 19年 3月 31日
西日本電信電話㈱
兵庫支店
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▼
時
間
外
受
付
業
務　

　

12
月
28
日
（
木
）
午
後
５
時
30
分
～

▼
平
常
業
務

　

１
月
４
日
（
木
）
午
前
８
時
30
分
～

▼
そ
の
他

◇
住
所

　

湯
字
知
水
９
９
０
番
地
の
８

◇
電
話
番
号　

　

℡（
０
７
９
６
）92
‐
１
１
３
１（
代
）

　

※
電
話
番
号
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

　　
▼
構
造　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
（
一
部

　

鉄
骨
）
造
２
階
建

▼
建
築
延
面
積　

１
８
１
９
・
26
㎡（
改

築
前
延
面
積
１
３
５
２
・
66
㎡
）

▼
工
期

◇
着
工　

平
成
18
年
３
月
16
日

◇
完
成　

平
成
18
年
11
月
30
日

▼
総
事
業
費　

１
億
８
２
６
０
万
円

▼
問
い
合
わ
せ

　

温
泉
総
合
支
所　

振
興
課

　

℡（
０
７
９
６
）92―
１
１
３
１（
代
）

温
泉
総
合
支
所
が
移
転
し
ま
す
！

　

11
月
30
日
に
新
・
温
泉
総
合
支
所
が
完
成
し
、
12
月
10
日
に
は
、
関
係
者
約

１
２
０
人
が
出
席
し
て
竣
工
式
を
行
い
ま
し
た
。
新
・
支
所
は
、
合
併
後
の
福
祉
、

教
育
、
情
報
等
さ
ま
ざ
ま
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
特
色
の
あ
る
地
域
づ
く
り

に
取
り
組
む
温
泉
地
域
の
中
核
施
設
と
し
て
の
機
能
充
実
を
図
る
た
め
、
町
民
セ
ン

タ
ー
の
増
改
築
に
あ
わ
せ
て
整
備
し
た
も
の
で
す
。

至
鳥
取

至
養
父

至県立但馬牧場公園

歌長北
交差点

□
□

■
温泉保健福祉センター

「すこやか～に」
夢ホール

①

④
⑤

⑥⑦

⑧

⑨

⑩ ⑪ ⑫

⑭

⑬

①振興課
②住民福祉課
③産業建設課
④教育委員会分室、温
　泉公民館
⑤時間外受付
⑥図書室
⑦農林研修室
⑧エレベーター

1 階

2 階

⑨ケーブルテレビ事業室
⑩第１会議室
⑪第２会議室
⑫第３会議室
⑬和室
⑭集会室

②

③
●

休日、夜間受付用インターホン

玄関

総合支所

完成した新・温泉総合支所
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般
財
源
等
は
住
民
か
ら
の
税
金
に
よ

り
資
産
が
形
成
さ
れ
た
金
額
で
す
。

▼
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
、
本
町
の
行
政

活
動
の
う
ち
、
資
産
の
形
成
に
つ
な

が
る
も
の
を
表
し
ま
す
。

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と
は

　

資
産
、
負
債
等
の
ス
ト
ッ
ク
状
況
の

全
体
像
を
、
総
合
的
に
ま
た
、
一
覧
性

の
あ
る
形
で
、
住
民
に
わ
か
り
や
す
く

説
明
す
る
も
の
で
す
。

▼
本
町
の
持
っ
て
い
る
ス
ト
ッ
ク
＝
資

産
（
施
設
や
道
路
な
ど
の
財
産
）
と
、

そ
の
資
産
を
ど
の
よ
う
に
し
て
調
達

し
た
か
を
表
し
ま
す
。

▼
負
債
は
、
資
産
形
成
に
関
し
て
将
来

世
代
の
負
担
と
な
る
借
金
を
表
し
ま

す
。

▼
正
味
資
産
は
、
資
産
形
成
に
関
し

て
現
世
代
が
負
担
し
た
分
を
表
し
ま

す
。
う
ち
国
庫
支
出
金
、
県
支
出
金

は
、
国
や
県
が
支
出
し
た
金
額
、
一

合
併
後
初
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
作
成

　

平
成
12
年
４
月
に
地
方
分
権
一
括
法
が
施
行
さ
れ
、
わ
が
国
は
本
格
的
な
地
方
分

権
の
時
代
に
突
入
し
ま
し
た
。
昨
年
10
月
に
発
足
し
た
本
町
は
、
住
民
生
活
や
ま
ち

の
豊
か
さ
を
向
上
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、
行
財
政
基
盤
の
強
化
と
効
果
的
、
効
率
的

な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
姿
勢
と
し
て
、
情
報
公
開
と
説
明
責
任
を
重
要
な
ポ
イ
ン

ト
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、「
地
方
自
治
体
の
総
合
的
な

財
政
分
析
に
関
す
る
調
査
研
究
報
告
書
（
平
成
12
年
自
治
省
）」
に
基
づ
き
、
バ
ラ

ン
ス
シ
ー
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。
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‐
問
い
合
わ
せ
‐

　

総
務
課　

財
政
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
１

平成 17 年度普通会計バランスシート
　（平成 18 年 3 月 31 日現在）

区　　　分 平成 17 年度
（単位：千円）

住民 1 人あたり
（単位：円）

資

　

　

産

有形固定資産 40,030,315 2,209,666 
　　（うち土地） 6,944,249 383,321 

民生関係 1,947,872 107,522 
衛生関係 4,021,049 221,961 
農林水産関係 8,368,785 461,955 
土木関係 9,798,907 540,898 
教育関係 9,913,292 547,212 
その他 5,980,410 330,118 

投資等 3,454,714 190,700 
投資・出資金 2,772,292 153,030 
貸付金 174,538 9,634 
基金 173,276 9,565 
退職手当組合積立金 334,608 18,470 

流動資産 1,188,544 65,607 
現金・預金 769,710 42,488 

財政調整基金 161,678 8,925 
減債基金 46,909 2,589 
歳計現金 561,123 30,974 

未  収  金 418,834 23,120 
地方税 86,899 4,797 
その他 331,935 18,323 

資産合計 44,673,573 2,465,973 

負

債

負債 19,047,636 1,051,426 
固定負債 17,230,730 951,133 

地方債 14,065,052 776,388 
債務負担行為 0 0 
退職給与引当金 3,165,678 174,745 

流動負債 1,816,906 100,293 
翌年度償還予定額 1,816,906 100,293 

正
味
資
産

正味資産計 25,625,937 1,414,547 
国庫支出金 4,546,448 250,963 
県支出金 5,365,985 296,201 
一般財源等 15,713,504 867,383 

負債・正味資産合計 44,673,573 2,465,973 

◆
有
形
固
定
資
産

　

町
の
不
動
産
（
建
物
、
道
路
な
ど
）

や
動
産
（
自
動
車
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

な
ど
）
の
う
ち
保
有
が
長
期
に
及
ぶ
も

の
で
す
。

◆
投
資
及
び
出
資
金

　

財
団
法
人
な
ど
へ
の
出
資
金
や
保
有

し
て
い
る
有
価
証
券
で
す
。

◆
歳
計
現
金

　

歳
入
決
算
額
と
歳
出
決
算
額
の
差
額

で
す
。

◆
未
収
金

　

年
度
末
ま
で
に
回
収
で
き
な
か
っ
た

税
金
な
ど
で
す
。

◆
債
務
負
担
行
為

　

資
産
と
し
て
物
件
を
引
き
渡
さ
れ
た

が
支
払
が
済
ん
で
い
な
い
も
の
等
の
金

額
で
す
。

◆
退
職
給
与
引
当
金

　

年
度
末
在
籍
職
員
全
員
が
退
職
す
る

と
し
た
場
合
に
支
払
わ
れ
る
退
職
手
当

金
額
で
す
。　

◆
翌
年
度
償
還
予
定
額

　

年
度
末
残
高
の
う
ち
、
翌
年
度
の
元

金
償
還
予
定
額
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

◆
一
般
財
源
等

　

主
に
住
民
か
ら
の
町
税
や
地
方
交
付
税

に
よ
り
資
産
が
つ
く
ら
れ
た
金
額
で
す
。

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
主
な
用
語
の
解
説

　新温泉町財政のバランスシートを使った分析
財政分析指標 新温泉町 指　標　の　見　方

世 代 間 負 担 比 率 
（負債合計／有形固定資産合計）

47.6％ 今ある資産を将来世代がどれくらい負
担しなければならないかを示します。

予 算 額 対 資 産 比 率 
（資産合計／歳入合計）

3.64 年 今ある資産の形成に何年分の歳入が必
要かを示します。
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平
成

17
年
度
歳
入
歳
出
決
算
状
況

　

普
通
会
計
の
平
成
17
年
度
通
年
決
算
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

歳
入
、
歳
出
別
内
訳
は
次
の
と
お
り
で
す
。
各
決
算
数
値
は
、
合
併
前
の
旧

町
及
び
美
西
衛
生
施
設
一
部
事
務
組
合
の
合
計
額
及
び
合
併
後
の
新
町
分
を
合

算
し
た
も
の
で
、
歳
入
総
額
は
１
２
２
億
８
８
３
５
万
３
千
円
（
対
前
年
度
比

１
０
０
・
６
％
）、
歳
出
総
額
は
１
１
７
億
２
７
２
３
万
円
（
対
前
年
度
比
96
・
８
％
）

と
な
り
ま
し
た
。

【歳出】
（単位：千円、％）

区　　分 性質別内訳 構成比
人件費 2,086,975 17.8 
物件費 1,785,854 15.2 
維持補修費 91,238 0.8 
扶助費 465,321 4.0 
補助費等 1,135,260 9.7 
公債費 1,752,671 14.9 
積立金 39,541 0.3 
投資及び出資金 92,597 0.8 
繰出金 960,894 8.2 
投資的経費 3,124,570 26.7 
①普通建設事業費 2,341,134 20.0 
②災害復旧事業費 783,436 6.7 
貸付金 192,309 1.6 

合　　計 11,727,230 100 .0

【歳入】
（単位：千円、％）

区　　分 科目別内訳 構成比
町税 1,499,428 12.2 
地方譲与税 199,014 1.6 
利子割交付金 9,935 0.1 
配当割交付金 6,553 0.1 
株式譲渡所得割交付金 9,345 0.1 
地方消費税交付金 165,928 1.4 
ゴルフ場利用税交付金 4,451 0.0 
自動車取得税交付金 89,487 0.7 
地方特例交付金 46,862 0.4 
地方交付税 4,574,260 37.2 
交通安全対策特
別交付金

3,928 0.0 

分担金及び負担金 21,095 0.2 
使用料 650,078 5.3 
手数料 120,055 1.0 
国庫支出金 708,379 5.8 
県支出金 1,368,194 11.1 
財産収入 55,119 0.4 
寄附金 26,713 0.2 
繰入金 812,227 6.6 
繰越金 71,458 0.6 
諸収入 474,444 3.9 
町債 1,371,400 11.2 

合　　計 12,288,353 100.0

※普通会計とは、地方財政統計上統
一的に用いられる会計区分で、個々の
地方公共団体ごとの財政比較や統一的
な掌握を行うための会計区分。
　本町では、一般会計、公共用地取

得等事業特別会計、バス運行事業特別
会計、リフレッシュ館事業特別会計、
浜坂地区残土処分場事業特別会計、温
泉地区残土処分場事業特別会計、コ
ミュニティ・プラント事業特別会計が
含まれます｡

◆決算収支
（単位：千円）

区　分 歳入総額（A) 歳出総額（B) （A)-(B) 翌年度に繰り越すべき財源 実質収支
普通会計 12,288,353 11,727,230 561,123 225,527 335,596 

◆歳入歳出の概要

【歳入】
　町税は昨年度に比べて減収（対前年度比 2.8％減）になり、大型事業の減少に伴う地方債も大幅な減

（対前年度比 32.8％減）となりました。逆に合併関連で、地方交付税が増（対前年度比 11.1％増）となっ
たほか、国庫支出金、県支出金が各種補助事業、災害復旧事業で増（対前年度比 12.8％増）となりま
した。その結果、歳入全体では昨年度に比べて 78,015 千円の増（対前年度比 0.6％増）となりました。 

【歳出】
　人件費は、合併に伴う特別職の減及び議会議員数の減などにより前年度に比べて 4.4％減とな
りました。また、借金の返済にあたる公債費は、過去の大型事業に係る元金償還の増及び近年の
投資的事業の実施に伴う借入利息の償還が増となり、前年度に比べて 10.6％の増となりました。 
　投資的経費については、まちづくり交付金事業、小学校施設整備事業、合併関連経費、残土処分場整備
事業などの増ほか、災害復旧事業が大幅増となりました。しかし、幼保センター整備事業、ＣＡＴＶ事業、
ふれあいやすらぎ温泉地整備事業などの大型事業が減となったため、昨年度に比べて 266,429 千円の減

（対前年度比 7.9％減）となりました。
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◆財政構造
経常収支比率 公債費比率 起債制限比率 実質公債費比率 財政力指数 実質収支比率 標準財政規模

92.9％ 20.8％ 14.3 16.0 0.298 16.0 5,747,807 千円 

【分析】歳入のうち、平成１７年度は地方交付税が合併関連で増加したものの総じて経常一般財源
が近年減少傾向にある中で、逆に歳出のうち公債費の増加をはじめとする原因で財政構造の弾力
性が失われつつあり、硬直化の度合いが増してきています｡

【用語解説】

経常収支比率

町税、地方交付税を中心とする経常一般財
源が、人件費、扶助費、公債費のような
義務的経費にどの程度消費されているかに
よって、財政構造の弾力性を判断するもの。

公債費比率
公債費（町債の元利償還に必要な経費）に
充当された一般財源の一般財源総額に占め
る割合。

起債制限比率
地方債の許可制限に係る指標として地方債
許可方針に規定されたもの。20％以上なら
起債制限が適用される。

実質公債費比率

地方債の許可制度が協議制度に移行したこ
とに伴う新たな指標で、18％未満なら借
入の際に協議で足りるが、18％以上とな
ると許可が必要となる。さらに 25％以上
なら起債制限団体となる。

財政力指数
地方交付税法の規定により算出された数値
の過去 3 ヵ年の平均値で、財源の余裕度を
判断するもの。

実質収支比率 標準財政規模に対する実質収支額の割合を
いう。

標準財政規模
地方公共団体の一般財源の標準規模を示し
たもので、通常水準の行政活動を行う上に
必要な一般財源の総量。

◆一般会計及び特別会計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

会　計　名 歳入総額（A) 歳出総額（B) （A)-(B) 翌年度に繰り
越すべき財源 実質収支

一般会計 7,051,784 6,655,319 396,465 116,283 280,182 
国民健康保険事業特別会計（事業勘定） 955,621 907,890 47,731 0 47,731 
国民健康保険事業特別会計（照診施設勘定） 20,696 20,653 43 0 43 
国民健康保険事業特別会計（八診施設勘定） 34,801 34,799 2 0 2 
国民健康保険事業特別会計（歯科診施設勘定） 36,281 36,184 97 0 97 
老人保健事業特別会計 1,197,179 1,197,179 0 0 0 
介護保険事業特別会計 563,193 562,141 1,052 0 1,052 
公共用地取得等事業特別会計 57,741 57,741 0 0 0 
バス運行事業特別会計 6,720 6,720 0 0 0 
リフレッシュ館特別会計 59,572 59,572 0 0 0 
浜坂地区残土処分場事業特別会計 249,071 88,750 160,321 109,244 51,077 
温泉地区残土処分場事業特別会計 79,915 76,182 3,733 0 3,733 
宅地造成事業 2 0 2 0 2 
簡易水道事業 12,045 8,532 3,513 0 3,513 
七釜温泉配湯事業特別会計 12,457 8,752 3,705 0 3,705 
下水道事業 975,914 933,076 42,838 0 42,838 

◆企業会計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

会　計　名
収益収支 資本収支

収　入 支　出 収　入 支　出
浜坂温泉配湯事業会計 25,098 19,218 0 4,957 
水道事業会計 199,094 163,651 563,115 274,047 
公立浜坂病院事業会計 615,298 769,775 81,296 86,104 
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　クリスマスおはなし会      
　おはなしボランティアの皆さまと図
書館職員によるクリスマスおはなし会
を行います。気軽にご参加ください。
◆と 　き　12月25日（月）
　　　　　　午後2時～
◆と こ ろ　加藤文太郎記念図書館
◆内　容　『クリスマスのおはなし
　　　　　やゲーム』他
　

　年末年始の休館　　　   
　12月28日（木）～ 1月４日（木）

　特別整理期間（蔵書点検）　
　　　　　のための休館  　  
◆期　間　1月22日（月）～
　　　　　　　　　2月1日（木）
◆備　考　図書の返却は、玄関横
　　　　　ブックポストをご利用く
　　　　　ださい。

　長期休館に伴う貸し出し  　  
　年 末 年 始（12月28日 ～ 1月4日）、
特別整理期間（1月22日～ 2月1日）
は、長期休館となるため1人「10冊
の貸し出しを行います。
◆期　間　12月15日（金）～
　　　　　　　　1月21日（日）

加藤文太郎
記念図書館

「12月のおすすめの本」
ご案内

「虹色天気雨」
大島真寿美　著／小学館

　友達のピンチにあなたは何ができます
か？幼なじみの奈津の夫が突然姿を消し、
一人娘の美月を預かることになった市子。
そして、奈津の夫を探すうちに事態は思わ
ぬ展開に…。奈津や市子をめぐる友人たち
の交流も優しく温かい。友達に会いたくな
る物語。

「ひとかげ」
よしもと　ばなな　著／幻冬社

　よしもとばななが自作の「とかげ」とい
う作品をもっと深く、豊かにリメイクした
作品。主人公の僕は不思議な影を持つ女性
＜とかげ＞に強く魅かれる。それぞれ子ど
もの頃に起こった出来事により心に深い傷
を持っている二人は、やがてかけがえのな
いもの同士になってゆく…。「とかげ」を
読んだ人も、そうでない人にもおすすめの
深い癒しの物語。

「まだ生きている」
佐藤愛子　著　　文芸春秋

　佐藤愛子 82 歳、ますますさえる毒舌。
世の中の憂いごとに活を入れ、友と語り、
老いと真正面から向き合う。「この道は誰も
が通る道」「誕生日の感懐」「不愉快！」な
ど大きな活字で読みやすい痛快エッセイ。

「わたしクリスマスツリー」
佐野洋子　作・絵／講談社

　山のふもとの雑木林の中に一本のもみの
木が立っていた。もみの木は町でクリスマ
スツリーになることにずっとあこがれてい
た。けれどいつまで待っても誰も迎えに来
てくれなくて、とうとう根っこを自分で引
き抜いて駆け出してしまうが…。クリスマ
スのすてきなおはなし。

「おへそのあな」
長谷川義史　作・絵　BL 出版

　お母さんのお腹の中にいる赤ちゃんは、
いったい何をしているんだろう。家族はみ
んな、赤ちゃんに会えるのを楽しみにして、
おもちゃを準備したり、歌を作ったり…。
実は赤ちゃんにはちゃんとみんな見えてい
る。おなかの中の赤ちゃんの秘密を公開。
大切な命の育みを描いたやさしい気持ちに
なれる本。 広報しんおんせん（12月号） 10
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広報しんおんせん（12月号）

移
動
図
書
館
車
さ
さ
ゆ

り
号
の
運
行
に
つ
い
て

　

１
月
か
ら
３
月
末
ま
で
は
、
降
雪
な

ど
に
伴
っ
て
移
動
図
書
館
車
の
温
泉
地

域
巡
回
に
支
障
を
き
た
す
恐
れ
が
予
想

さ
れ
る
た
め
、
停
車
場
所
の
統
合
、
巡

回
順
路
の
変
更
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
雪
の
状
況
に
よ
っ
て
は
運

行
を
取
り
や
め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

（
雪
、
風
な
ど
の
警
報
が
発
令
さ
れ
た

場
合
は
、
運
行
を
中
止
し
ま
す
）
運
行

を
取
り
や
め
る
場
合
は
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の

告
知
放
送
に
よ
っ
て
該
当
地
区
に
放
送

し
ま
す
。

※
温
泉
地
域
の
運
行
表（
１
月
～
３
月
）  

　

は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆第 1 金曜日
時　　　間 対象地域 停　車　場　所

10:30 ～ 11:00 ―  ゆめっこランド
11:10 ～ 11:30 歌長・高山  歌長（公民館）
12:45 ～ 13:15 春来  春来（田中静夫宅）
13:40 ～ 14:10 細田 ･ 湯・数久谷  湯（現・温泉総合支所）
14:20 ～ 14:50 ―  温泉小学校

◆第２金曜日
時　　　間 対象地域 停　車　場　所

10:00 ～ 10:15 飯野  飯野（公民館）
10:30 ～ 10:45 塩山  塩山（公民館）
11:00 ～ 11:15 中辻  中辻（公民館）
11:25 ～ 11:45 丹土  丹土（フレンドショップあたご付近）
13:00 ～ 13:30 ―  照来小学校
13:45 ～ 14:05 多子・切畑  多子（宮脇勝幸宅横広場）
14:20 ～ 14:35 桐岡  桐岡（照来診療所）

◆第３金曜日
時　　　間 対象地域 停　車　場　所

13:00 ～ 13:30 熊谷  熊谷（熊谷小学校）
13:45 ～ 14:00 伊角  伊角（公民館）
14:15 ～ 14:30 今岡金屋  今岡金屋（公民館）
14:45 ～ 15:00 鐘尾  鐘尾（公民館）
15:15 ～ 15:30 千原・あさひヶ丘  千原（薬師堂付近）
15:45 ～ 16:00 竹田  竹田（公民館）
16:15 ～ 16:30 井土  井土（公民館）

◆第４金曜日
時　　　間 対象地域 停　車　場　所

10:25 ～ 10:45 ―  八田小学校
11:00 ～ 11:20 青下 ･ 岸田 ･ 田中 ･ 霧滝  田中（旧農協田中支所前）
12:45 ～ 13:15 石橋・海上  石橋（奥八田小学校）
13:30 ～ 13:45 前  前（バス停付近）
14:00 ～ 14:20 千谷 ･ 宮脇 ･ 内山 ･ 越坂  八田コミュニティーセンター

移動図書館車「ささゆり号」
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H18（2006）.12.14

まちの求人案内

事業所名 職種 年齢 賃金（千円）

㈱隆栄水産

事務員① 不問 120～ 170
事務員② 不問 140～ 160
販売員 不問 200～ 270
調理師 30～50 276～ 306
ウエーター・
ウエートレス 19～ 50 150～ 210

日本精機宝石工業㈱
生産作業①

不問
115～ 140

生産作業② 120～ 150
生産作業③ 130～ 150

浜美屋食品㈱ 営業 40以下 165～ 245
特定医療法人杏風会
　浜坂七釜温泉病院 看護師 不問 180～ 200
㈱マルワ水産運輸 事務員 26～35 150～ 200
㈱田中工業所 土木施工

管理技士 50以下 180～ 220
㈲エフエムエルサービス 薬剤師 不問 286～ 396
ゴダイ㈱ 薬剤師 不問 270～ 465
山陰道路㈱ 土木管理者・

土木監督者 不問 250～ 300

株本建設工業㈱ 建築技術者 不問 165～ 273土木技術者
㈲福田建機 整備士 20～40 150～ 180
丸瀬興業 土木作業員 不問 180～ 270
㈱マル海渡辺水産 営業 不問 180～ 280
㈲ラッキー美容院 美容技術一般、

アシスタント等 40以下 140～ 250

㈱山陽フードサービス 栄養士 20～50 160～ 225
調理員 158～ 210

㈱マルワ渡辺水産
水産加工工
場管理者 18～50 150～ 180
水産加工員 18～35 145～ 170

㈲ ONE 携帯電話販売員 30以下 130～ 200
守山石油㈱ 給油販売員 20～40 130～ 140

㈱朝野家
客室係 不問 225～ 260
営業係 不問 145～ 155
販売係 18～40 140～ 150

㈱みよしや旅館 客室係 不問 205～ 245
㈱御やどゆもと 客室係 不問 198
㈱井筒屋 客室係 不問 223～ 249

フロント係 150～ 197
伊藤歯科医院 歯科衛生士 不問 155～ 190
湯村温泉病院 看護師 不問 182～ 207
湯村温泉会館 浴場員 不問 132
川戸自動車工業㈱ 自動車整備士 35 以下 140～ 240
㈱ワークステーション 客室係 不問 158～ 228
栃泉 菓子製造 45以下 130～ 150
㈲アーサ 美容アシスタン

ト・スタイリスト 不問 105～ 126
㈲山陰住設工業 営業 不問 160～ 220
湯村観光タクシー㈱ 乗務員 不問 124
㈱但馬フジクリーン 清掃業務 18～25 148～ 160

事業所名 職種 年齢 時給（円）

㈱隆栄水産

事務員① 不問 800～ 850
販売補助① 18～ 55

800～ 900販売補助② 不問事務員②
ウエーター・
ウエートレス 19 ～ 50 750～ 950

㈱マルワ渡辺水産 水産加工員 不問 700～ 850
山陰道路㈱ 厨房兼ホール係 不問 700～ 800
サイバーワールド 調理補助及び接客 不問 700～ 900
㈲エフエムエルサービス 薬剤師 不問 1,800～2,000
特定医療法人杏風会
　浜坂七釜温泉病院 看護師 不問 1,000
㈱コメリ中四
国地区本部 販売員 16～ 40 770
日本精機宝石
工業㈱

営繕・機
械修理 55～ 62 800

但馬ダイエー
警備保障㈲ 警備員 不問 700～ 1,000
特定非営利活
動法人にーず

看護師 不問 1,100
介護員 不問 800

ミネル㈱ 英会話講師及び
学習指導講師 不問 1,400～2,500

日清医療食品
㈱近畿支店 栄養士 20～ 55 780～ 830

㈱マル海渡辺水産
販売店員

不問 750～ 1,000フロアースタッフ
調理補助

㈱山陽フードサービス 調理員 20～ 60 720～ 800
㈱ジェイアール西日本
福知山メンテック

駅員 20～ 40 720～ 900

たじま農業協同組合 訪問介護員 60 以下 790～ 2,180
兵庫県信用漁業
協同組合連合会 事務員 20～ 45 850～ 900
㈱トヨダ 販売員 18～ 57 860
㈱みよしや旅館 炊事・配膳 不問 750

㈱御やどゆもと
皿洗い、風
呂掃除など 不問 800～ 850
客室係 不問 1,125

㈱井筒屋

客室係 不問 1,300
布団上げ 不問 850
布団敷き 不問 800
フロアー係 不問 1,100
まかない係 不問 800

㈱西沢製作所

機械設計 40以下 1,000
現場監督 35以下 1,500
管理責任者 22～ 35 850
バックチェック① 22～ 35 850
バックチェック② 35 以下 800～ 1,000
工程管理① 22～ 35 850
工程管理② 40 以下 800～ 930
製造補助 不問 700
機械保全管理 35 以下 800～ 1,000

　（常　用）　（パート）
平成 18年 11月 20日現在
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兵庫県の最低賃金
◆地域別最低賃金

兵庫県最低賃金 時間額
683 円

◆産業別最低賃金
最低賃金の件名 時間額

繊維工業、靴下製造業 739 円
塗料製造業 842 円
鉄鋼業 817 円
一般機械器具製造業 805 円
電機機械器具製造業、 769 円
情報通信機械器具製造業
電子部品・デバイス製造業
輸送用機械器具製造業 839 円
計量器・測定器・分析機器・ 771 円
試験器・測量機械器具製造業
各種商品小売業 747 円
自動車小売業 786 円

‐ 問い合わせ ‐
兵庫労働局労働基準部賃金課

℡（078）367 ‐ 9154

H18（2006）.12.14

広報しんおんせん（12月号）

－問い合わせ－
ハローワーク豊岡　℡（0796）23-3101
ハローワーク香住　℡（0796）36-0137
ハローワーク鳥取　℡（0857）23-2021
サンシーホール浜坂　℡（0796）82-1735

事業所名 職種 年齢 時給（円）
ケービックス
㈱鳥取事務所 クリーンクルー 不問 700

㈱とみや旅館
客室係 不問 1,000～1,300
配膳・洗浄係 不問 750～ 800
オープンカフ
ェスタッフ 40 以下 750

㈱朝野家
洗浄係

不問
700～ 750

調理補助 700～ 750
販売係 800

伊藤歯科医院 歯科衛生士 不問 1,000
医療法人社団
古澤クリニック 看護師 不問 1,200～1,300

　（パート）

　

会
議
の
冒
頭
、
構
成
自
治
体
の
市
町

長
、
議
長
ら
が
、
谷
本
勇
さ
ん
（
元
大

庭
小
学
校
長
、
日
本
地
理
学
会
会
員
）

に
よ
る
「
山
陰
海
岸
国
立
公
園
に
つ
い

て
」
の
講
義
を
受
け
、
そ
の
学
術
的
価

値
と
景
観
的
魅
力
に
つ
い
て
再
確
認
し

ま
し
た
。

　

コ
リ
ド
ー
21
で
は
、
本
年
度
事
業
と
し

て
ジ
オ
パ
ー
ク
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
を

行
っ
て
お
り
、「
山
陰
海
岸
国
立
公
園
は
日

本
列
島
誕
生
の
ド
ラ
マ
が
地
質
岩
石
の
上

か
ら
目
視
で
確
認
で
き
る
海
岸
で
あ
り
、

ジ
オ
パ
ー
ク
の
価
値
は
十
分
備
え
て
お

り
、
２
０
０
８
年
の
国
際
惑
星
地
球
年
を

契
機
に
ジ
オ
パ
ー
ク
認
証
を
目
指
す
べ
き

で
あ
る
」
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
京
都
、
兵

庫
、
鳥
取
の
三
府
県
と
、
京
丹
後
市
や
豊

岡
市
な
ど
を
含
め
た
関
係
自
治
体
で
、
ジ

オ
パ
ー
ク
認
証
に
向
け
た
新
た
な
組
織
を

立
ち
上
げ
る
こ
と
が
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

‐
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
（
世
界
の
地
質
公
園
）
構
想
を
承
認
‐

コ
リ
ド
ー
21　

第
２
回
白
砂
青
松
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催

　

11
月
27
日(

月)

、
浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」
で
、
コ
リ
ド
ー
21
第
２
回
白

砂
青
松
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
構
成
自
治
体
の
市
町
長
、
議
長
ら
が
こ
れ
か

ら
の
時
代
の
広
域
観
光
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、
山
陰
海
岸
国
立
公
園
を
ジ
オ

パ
ー
ク
（
世
界
の
地
質
公
園
）
認
証
に
向
け
た
推
進
組
織
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

『
ジ
オ
パ
ー
ク
と
は
』

　

ユ
ネ
ス
コ
の
地
球
科
学
部
門
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
、
地
質
遺
産
の
保
全
と
教
育

へ
の
活
用
、
ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
を

目
的
と
し
て
お
り
、
世
界
で
45
箇
所
が

認
定
さ
れ
て
い
る
。

‐
問
い
合
わ
せ
‐

　

企
画
課　

企
画
政
策
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
４

谷本さんの講義を熱心に聴く参加者
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ふ
れ

あ
い

広
場

広報しんおんせん（12月号）

H18（2006）.12.14

アニメ「5等になりたい」‐障がい・いじめ問題‐

ぜひ、ご活用ください！

◆材料（４人分）
・材料
・せこがに　2枚
・大根　　　3㎝
・ねぎ　　　少々
・みそ　　　大さじ 4
・だし汁　　3.5 カップ

広報しんおんせん（9月号）

▼
作
り
方

①
か
に
は
き
れ
い
に
洗
い
、
30
分
ほ
ど

水
に
つ
け
る
。
カ
ニ
の
姿
の
ま
ま
、

た
て
半
分
に
切
る
。

②
大
根
は
３
㎝
の
短
冊
に
切
り
、
鍋
に

　

だ
し
汁
と
か
に
を
入
れ
る
。

③
煮
上
が
れ
ば
、み
そ
で
味
付
け
す
る
。

お
椀
に
盛
り
、
ね
ぎ
を
散
ら
す
。

美
方
郡
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
発
行

「
伝
え
た
い
美
方
郡
ふ
る
さ
と
の
味
」
よ
り

郷
土
食
を
食
べ
て
健
康
に
！

　

★
せ
こ
が
に
汁

　

障
が
い
、
い
じ
め
問
題
を
描
い
た
人

権
啓
発
ア
ニ
メ
「
５
等
に
な
り
た
い
」

は
、
リ
ハ
ビ
リ
で
よ
う
や
く
歩
け
る
よ

う
に
な
っ
て
小
学
校
に
入
学
し
た
も
の

の
、
み
ん
な
と
同
じ
よ
う
に
歩
け
な
い

女
の
子
を
主
人
公
に
し
た
も
の
で
す
。

本
年
８
月
の
「
差
別
を
な
く
し
人
権
文

化
を
す
す
め
る
町
民
運
動
」
推
進
強
調

月
間
以
降
15
会
場
で
３
３
６
人
が
視
聴

し
ま
し
た
。

　

こ
の
ア
ニ
メ
は
、
約
76
分
と
長
編
で

す
が
、
就
学
前
の
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
幅
広
く
ご
覧
い
た
だ
け
る
内
容
で

す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

上
映
会
参
加
者
の
感
想
・
意
見

　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
人
一
部
抜
粋
）

■
障
が
い
が
あ
る
こ
と
が
不
幸
で
は
な

く
、
障
が
い
・
偏
見
に
負
け
る
こ
と

（
負
け
さ
せ
る
こ
と
）
が
不
幸
な
の

だ
と
思
っ
た
。

■
ビ
デ
オ
を
見
て
、
さ
さ
い
な
こ
と
が

人
の
心
を
傷
つ
け
て
い
る
こ
と
が
大

変
よ
く
わ
か
っ
た
。と
て
も
感
動
し
た
。

■
一
人
ひ
と
り
の
心
の
持
ち
方
の
大
切

さ
を
改
め
て
思
う
。

■
普
段
の
何
気
な
い
言
動
に
も
っ
と
注

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
。

■
い
じ
め
る
方
に
も
い
じ
め
ら
れ
る
方

に
も
な
り
た
く
な
い
と
思
っ
た
。
差

別
の
な
い
世
の
中
に
な
っ
て
欲
し
い

と
思
う
。

■
子
ど
も
は
親
を
見
て
い
る
。
親
が
気

を
つ
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
う
。

■
他
人
よ
り
自
分
が
優
位
に
立
っ
て
い

る
と
思
う
こ
と
は
人
を
差
別
し
て
い

る
こ
と
だ
と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

■
毎
日
の
生
活
の
中
に
少
し
で
も
取
り

入
れ
て
参
考
に
し
た
い
と
思
っ
た
。

子
ど
も
に
限
ら
ず
、
大
人
も
気
を
つ

け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
う
。

‐
問
い
合
わ
せ
‐

　

文
化
会
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
３
２
８
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―

農
業
委
員
会
情
報
№
10―

新
た
な
需
給
シ
ス
テ
ム
へ
の
移
行

（
米
政
策
改
革
の
推
進
）

新
た
な
需
給
調
整
シ
ス

テ
ム
の
概
要

①
国
、
自
治
体
で
の
生
産
目
標
数
量
の

配
分
は
行
わ
な
い
が
、
国
に
よ
る
需

給
見
通
し
等
の
需
給
に
関
す
る
情
報

提
供
に
基
づ
き
、
農
業
者
・
農
業
者

団
体
が
主
体
的
に
需
給
調
整
を
実
施

す
る
。

②
地
域
協
議
会
等
か
ら
提
供
さ
れ
る
情

報
を
踏
ま
え
、
Ｊ
Ａ
等
の
生
産
方
針

作
成
者
（
以
下
「
方
針
作
成
者
」
と

い
う
）が
シ
ス
テ
ム
の
中
核
と
な
り
、

生
産
目
標
数
量
を
決
定
す
る
と
と
も

に
、
Ｊ
Ａ
等
の
生
産
調
整
方
針
に
参

加
す
る
農
業
者
に
対
し
、
生
産
目
標

　
　

数
量
を
配
分
す
る
。

③
地
域
協
議
会
は
、
行
政
、
関
係
機
関

及
び
方
針
作
成
者
の
参
画
の
下
、
調

整
、
配
分
の
一
般
ル
ー
ル
の
設
定
等

に
よ
り
方
針
作
成
者
の
主
体
的
な
需

給
調
整
を
支
援
し
、
地
域
全
体
の
調

整
機
関
と
し
て
の
役
割
を
担
う
。

※
参
考

◇
平
成
18
年
度
の
水
稲
作
況
指
数　
　

　

97
％
（
や
や
不
良
・
10
月
15
日
現
在
）

◇
主
食
用
米
の
在
庫
量

　

約
２
６
０
万
㌧
、
前
年
と
ほ
ぼ
同
水
準

　
　
　
　
　
（
平
成
18
年
６
月
末
現
在
）

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名

簿
登
録
申
請
書
の
提
出
を

　

農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
人
名
簿
登

載
申
請
書
用
紙
を
各
地
区
区
長
・
町
内

会
長
、
農
会
長
を
通
じ
て
配
布
し
ま
す
。

農
家
の
世
帯
主
は
、
１
月
１
日
現
在
の
状

況
を
記
載
し
て
１
月
10
日
（
水
）
ま
で

に
農
業
委
員
会
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
は
、

各
農
家
の
毎
年
１
月
１
日
現
在
の
状
況

を
記
載
し
た
申
請
書
に
よ
り
資
格
を
審

査
し
、
３
月
末
で
確
定
し
、
１
年
間
据

え
置
き
ま
す
。
農
家
の
申
請
に
基
づ
い

て
行
い
ま
す
の
で
、
申
請
書
の
提
出
が

な
い
と
、
農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
に

投
票
す
る
こ
と
も
、
立
候
補
す
る
こ
と

も
、リ
コ
ー
ル
も
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
権
を
有
意
義

に
行
使
す
る
た
め
、
期
限
ま
で
に
必
ず

申
請
書
を
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名

　

米
政
策
改
革
に
つ
い
て
は
、
平
成
14
年
12
月
に
決
定
し
た
米
政
策
改
革
大
綱
に
定

め
ら
れ
た
道
筋
に
沿
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
平
成
17
年
10
月
に
決
定

し
た
経
営
所
得
安
定
対
策
大
綱
で
、品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
等
の
導
入
に
併
せ
、

平
成
19
年
度
か
ら
、
農
業
者
・
農
業
者
団
体
の
主
体
的
な
需
給
シ
ス
テ
ム
に
移
行
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
新
た
な
需
給
シ
ス
テ
ム
へ
の
円
滑
な
移

行
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
自
治
体
で
の
協
議
会
等
（
地
域
協
議
会
等
）
の
体
制
整
備

及
び
機
能
の
強
化
等
を
早
急
に
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

簿
に
登
載
さ
れ
る
資
格
の
あ
る
人
は
次

の
と
お
り
で
す
。

▼
１
月
１
日
現
在
、
本
町
に
住
所
を
有

す
る
満
20
歳
以
上
で
、
次
の
要
件
を

有
す
る
人
が
有
資
格
者
で
す
。（
３

月
31
日
ま
で
に
満
20
歳
に
な
る
人
も

含
み
ま
す
）

◇
10
㌃
（
約
１
反
）
以
上
の
農
地
を

現
在
耕
作
し
て
い
る
人
（
農
業
経
営

主
）。
耕
作
面
積
に
は
、
実
際
に
農

地
と
し
て
、
所
有
権
、
賃
借
権
、
使

用
貸
借
権
に
基
づ
い
て
肥
培
管
理
し

て
い
る
面
積
を
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。（
賃
借
権
、
使
用
貸
借
権
の
設

定
に
つ
い
て
、
農
業
委
員
会
の
許
可

が
無
い
場
合
は
、
農
地
法
に
違
反
し

て
い
ま
す
の
で
、
耕
作
面
積
か
ら
除

外
さ
れ
ま
す
）

◇
農
業
経
営
主
と
同
居
の
親
族
ま
た
は

配
偶
者
で
、
年
間
60
日
以
上
農
作
業

に
従
事
し
て
い
る
人
。

◇
10
㌃
以
上
の
農
地
を
耕
作
し
て
い
る

農
業
生
産
法
人
の
組
合
員
、
社
員
ま

た
は
株
主
で
、
年
間
60
日
以
上
耕
作

に
従
事
し
て
い
る
人
。

―

問
い
合
わ
せ―

　

新
温
泉
町
農
業
委
員
会

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
６

広報しんおんせん（12月号）
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恒久平和祈念式

　11月 11 日（土）、浜坂多目的集会施設で「暴
力追放・交通安全美方郡住民大会」を行いました。
この大会は、住民参加による安心、安全なまちづ
くりを進めようと交通安全協会、防犯協会などが
中心となって行っているもので、郡内の住民ら約
200 人が参加しました。防犯活動に功績のあっ
た団体、個人への表彰に続いて、浜坂中学校 3
年　磯谷幸太郎さんら浜坂中学校生徒３人が「住
みよい町を作るには」などと題して意見発表を行
いました。そして、警察官の服装を身に付けた町
内の小学生 10人が暴力追放、交通安全の誓いを
朗読しました。最後に、浜坂地域婦人会の西垣会
長が「いかなる暴力もゆるさない、交通ルールを
守り、交通事故を防止する」といった大会決議文
を読み上げ、参加者らは暴力や交通事故をなくす
ため、決意を新たにしていました。

広報しんおんせん（12月号）

　本町の戦没者を追悼する「恒久平和祈念式」を
11月11日、夢ホールで開催しました。この日は、
開会に先立って、本年 10月１日に定めた「新温
泉町恒久平和の町」宣言が読み上げられ「戦争の
ない明るく幸せな生活を守る決意」などを表明し
ました。そして、出席した遺族会などの関係者約
350 人がステージに設けられた祭壇に向かって
全員で黙とうした後、遺族の代表らが献花を行い、
本町の戦没者 1,148 人を慰霊しました。
　また、戦争のない平和な暮らしができる社会を
実現することを願って、小・中学生、高校生、一
般による平和祈念作文の発表も行い、出席者らは
平和への誓いを新たにしました。

糸城最終処分場跡地植栽イベント

1 本 1 本丁寧に植樹する参加者

　旧浜坂町、旧温泉町の一般廃棄物の埋立てを
行ってきた旧美西衛生施設一部事務組合「糸城最
終処分場跡地」（指杭）で、11月 19 日、植栽イ
ベントを行いました。
　この取り組みは、昭和 62年に供用開始をして
から平成 14 年 3月までの 15 年もの長きにわた
りお世話になった約 8,300㎡の同跡地を緑に覆わ
れた美しい緑地に復元するために行ったもので
す。約 100 人の住民ボランティアらは、緑の復
元を願ってミツバツツジやコナラをはじめとする
在来種の苗木 410 本を１本１本丁寧に植栽して
いました。

H18（2006）.12.14

参加者全員が決意を新たにした「美方郡住民大会」平和祈念作文を発表する大田由紀さん（浜坂中 3 年）

暴力追放・交通安全美方郡住民大会
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まちの話題すけっち

しんおんせん
すけっち

しんおんせん

広報しんおんせん（12月号）

　「新温泉町観光大使」のつどいを11月17日（金）
に開催しました。
　「観光大使」制度は、本町出身者などに町の情
報発信拠点を担っていただき、自然、歴史、文化
及び観光資源などを広く紹介することで観光振興
を図ろうと本年４月１日から創設しているもので
す。現在、80人が観光大使として活躍しています。
　この日は、海、山、温泉と自然に恵まれた町の
すばらしさを再認識いただくとともに、大使同士
の交流を深めてもらおうと開催したものです。
　参加した 20人の観光大使は、夢千代館、上山
高原ふるさと館などで町内視察を行った後、リフ
レッシュパークゆむらで馬場町長、観光協会長な
どと意見交換会を行いました。
　会議の冒頭、馬場町長が「本町にある海、山、
温泉は一流のものがそろっている。新温泉町を国
内にアピールするため観光産業の振興に傾注して
いきたい」とあいさつしました。これを受けて、
出席した大使らから「ボランティアガイドの創設
をお願いしたい」「遊歩道を整備してほしい」と
いった意見が出されました。
　この後、レストラン楓に場所を移し、観光大使
同士の親睦を深めました。

　「第７回宇野雪村賞全国書道展・第４回新温泉
町小中学生書作品展」の表彰式を11月12日（日）、
浜坂先人記念館「以命亭」で行いました。
　今回は、全国各地から一般の部に９３７点、学
生の部に 492 点の作品の応募がありました。ま
た、同時開催した第 4回新温泉町小中学校書作
品展に 605 点の作品の応募がありました。
　審査にあたった奎星会の岸本太郎会長は、「今
回の宇野雪村賞・文部科学大臣賞受賞作品をはじ
め、特別賞、特選（一般のみ）作品は来年 3月
に東京都美術館で開催する奎星展に特別展示す
る。これからも全国に向けて宇野雪村先生の遺徳
を顕彰していきたい」とあいさつしました。
　そして、宇野雪村賞・文部科学大臣賞を受賞し
た幸前嘉代子さん（神戸市）に、馬場町長が賞状、
記念品などを手渡しました。これに対して幸前さ
んは「作品の題材となった『遥』は私にとって一
生の思い出に残る字となった。温かく見守ってく
れた家族に感謝したい」と喜びを新たにしていま
した。

幸前嘉代子さん（神戸市）と受賞作品「遥」

観光大使と町長、観光協会長が熱心に意見交換

宇野雪村賞に幸前さん（神戸市）

観光大使のつどい
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ク
リ
ス
マ
ス
謝
恩
カ
ニ
市
場

　
「
松
葉
ガ
ニ
」
は
山
陰
の
珍
味
と
し

て
、
地
元
は
も
ち
ろ
ん
京
阪
神
の
グ
ル

メ
族
の
間
で
も
有
名
で
す
。「
松
葉
ガ

ニ
」
は
、
歳
末
の
ク
リ
ス
マ
ス
頃
か
ら

一
層
お
い
し
く
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

本
場
の
味
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
「
カ
ニ

元
浜
坂
」
の
知
名
度
を
上
げ
る
た
め
、

「
ク
リ
ス
マ
ス
謝
恩
カ
ニ
市
場
」
を
開

催
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
カ
ニ
ソ
ム
リ
エ
が
皆
さ
ま

を
お
迎
え
し
、
カ
ニ
さ
ば
き
実
演
な
ど

を
行
い
ま
す
。ぜ
ひ
、ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

12
月
23
日
（
土
）

　

正
午
～
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
漁
港
セ
リ
市
場

▼
主
催　

浜
坂
観
光
協
会

▼
内
容　

カ
ニ
汁
無
料
サ
ー
ビ
ス
、
海

産
物
、
農
産
物
、
特
産
品
販
売
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ

　

浜
坂
観
光
協
会

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
５
８
０

‐
美
方
郡
の
自
慢
景
観
探
し
事
業
‐

灯
台
の
あ
る
風
景
展

I N F O R M A T I O N
わ
が
ま
ち

”新
温
泉
“

く
ら
し
の
情
報

H18（2006）.12.14

ご
案
内

▼
と
き　

11
月
25
日
（
土
）
～

　

12
月
27
日
（
水
）

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
先
人
記
念
館「
以
命
亭
」

▼
内
容　

美
方
郡
の
自
慢
景
観
と
し
て

の
「
灯
台
の
あ
る
風
景
」
の
パ
ネ
ル

及
び
灯
台
の
高
さ
日
本
一
の
余
部
埼

灯
台
（
御
崎
灯
台
）
資
料
パ
ネ
ル
約

　

30
点
を
展
示

▼
問
い
合
わ
せ

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
４
９
０

広報しんおんせん（12月号）

新温泉町臨時職員（介護員）
採用候補者募集

職種 採用人員 職務内容 賃金等 応募資格等

介護員 2 名 介護老人保健施設の介護業務 日額
6,800 円

60 歳まで
（免許）不要

◆採用年月日　平成 19年１月４日～３月 31日
◆勤務時間　午前８時 30分～午後５時 15分
◆応募方法　市販の履歴書に希望職種、必要事項を記入し、写
　　　　　　真貼付の上、役場総務課へ提出してください。
◆受付期間　12月 14日（木）～ 12月 22日（金）
　※その他　通勤手当は、通勤距離により町の定める基準で支
　　　　　　給します。面接等詳細については、後日応募者へ
　　　　　　お知らせします。

‐ 問い合わせ ‐
　総務課　人事係

　℡（0796）82 ‐ 3111

開催中の「灯台のある風景展」
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（
私
立
）

◇
明
星
保
育
園

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
８
３
１

▼
入
所
対
象
児
童

　

保
護
者
が
就
労
、
妊
娠
中
、
病
気
及

び
家
族
の
介
護
な
ど
の
理
由
に
よ
り

家
庭
で
の
保
育
が
で
き
な
い
幼
児

▼
保
育
料

　

保
護
者
（
祖
父
母
が
生
計
の
中
心
と

な
る
場
合
は
、
祖
父
母
も
含
む
）
の

　

課
税
状
況
に
よ
り
、
区
分
し
た
保
育

料
を
毎
月
徴
収
し
ま
す
。（
保
育
料

の
決
定
の
た
め
、
源
泉
徴
収
票
等
課

税
状
況
が
わ
か
る
書
類
を
必
ず
添
付

し
て
く
だ
さ
い
）

▼
申
し
込
み
先

　

入
所
希
望
保
育
所

▼
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課　

児
童
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
０

絵
本
に
親
し
む
会

▼
と
き　

12
月
22
日
（
金
）

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

▼
と
こ
ろ　

温
泉
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
「
す
こ
や
か
～
に
」

▼
内
容　

絵
本
、
紙
芝
居
の
読
み
聞
か

　

せ
、
手
遊
び
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
温
泉
支
部

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
８
６
６

平
成
19
年
度
保
育
所 

入
所
児
募
集

▼
募
集
期
間　

12
月
18
日
（
月
）
～

　

12
月
25
日
（
月
）

▼
募
集
保
育
所

　
（
町
立
）

◇
浜
坂
保
育
所

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
１
３
６
０

◇
大
庭
保
育
所

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
１
２
３
９

◇
居
組
保
育
所

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
０
３
４

◇
赤
崎
へ
き
地
保
育
所

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
６
７
８

◇
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
め
っ
こ
ラ

ン
ド
（
温
泉
保
育
園
）」

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
０
９
５

※
御
火
浦
へ
き
地
保
育
所
は
休
園
と
し

ま
す
。

広報しんおんせん（12月号）

H18（2006）.12.14

◆平成 19 年度保育料
各月初日の入所児童の属す
る世帯の階層区分

徴収金（保育料）基準
額（月額：円） 備考

（※）注意区分 定　　　　義 3歳未満児 3歳児 4歳児以上

第１
生活保護法による被保護
世帯（単給世帯を含む） 0 0 0

金額が最も低い   
児童は徴収基準   
額表× 1

第 2
第 1 階層及び第 4
～第７階層を除き、
前年度分の市町村民
税額の区分が次の区
分に該当する世帯

市町村民税
非課税世帯 6,000 4,500 4,500

金額が 2番目に低
い児童は徴収基準
額表× 0.5

第 3 市町村民税
課税世帯 13,800 11,600 11,600 その他の児童は徴収基準額表× 0.1

第 4 第１階層を除き、前
年分の所得税課税世
帯であって、その所
得税額の区分が次の
区分に該当する世帯

64,000 円未満 20,600 17,600 17,600

第5 64,000 円以上
160,000 円未満 27,700 21,000 20,200

金額が最も高い児
童は徴収基準額表
× 1

第6 160,000 円以上
408,000 円未満 33,000 21,700 21,000

金額が 2番目に高
い児童は徴収基準
額表× 0.5

第 7 408,000 円以上 36,000 22,500 21,700 その他の児童は徴収基準額表× 0.1
※同一世帯から２人以上の児童が入所している場合の保育料率
◆母子家庭、在宅障害者（児）がいる世帯等の第 2、第 3 階層の場合

徴収金（保育料）基準額　（月額：円）
3歳未満児の場合 3歳以上児の場合

第 2 　　　　　０円 　　　　　０円
第 3 １３，１００円 １０，８００円

◆へき地保育所の保育料
対　象　者 月　　　額（円）

へき地保育所の入所児童 ５，７００（給食費は含まれない）

募　

集

浜坂保育所、明星保育園への 5 歳時受け入れについて

　平成 19 年度から浜坂保育所、明星保育園での 5 歳児受け入れ
を行います。ただし、入所にあたっては、入所児の家庭が保育に
欠ける状態であることが、入所要件であることをご理解ください。
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I N F O R M A T I O N
H18（2006）.12.14

平
成
19
年
度
幼
稚
園
入

園
児
募
集

▼
募
集
期
間　

12
月
18
日
（
月
）
～

　

12
月
25
日
（
月
）

▼
募
集
幼
稚
園

◇
浜
坂
幼
稚
園

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
３
９
６

◇
諸
寄
幼
稚
園

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
１
２
２
２

◇
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
め
っ
こ
ラ

　

ン
ド
（
温
泉
幼
稚
園
）」

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
０
９
５

▼
入
園
資
格　

平
成
13
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
14
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た

児
童
（
た
だ
し
、
温
泉
幼
稚
園
に
つ
い

て
は
、
平
成
13
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
15
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
児
童
）

▼
申
し
込
み
先

　

入
園
希
望
の
幼
稚
園
ま
た
は
、
教
育

委
員
会
学
校
教
育
課

▼
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会　

学
校
教
育
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
７

香
港
大
学
生
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
募
集

　

香
港
か
ら
の
交
流
学
生
が
来
町
す
る

に
あ
た
り
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募

集
し
ま
す
。
平
成
13
年
に
温
泉
国
際
交

流
実
行
委
員
会
の
海
外
研
修
事
業
で
訪

れ
た
香
港
で
、
日
本
人
学
校
を
訪
問
、

見
学
し
ま
し
た
。
同
学
校
の
ス
タ
ッ
フ

が
、
香
港
で
日
本
語
を
学
ぶ
学
生
と
交

流
を
も
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
温
泉
地

域
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
て
交
流
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
以
来
、
異
文
化
交

流
を
目
的
に
香
港
と
の
国
際
交
流
を
行

い
、
本
年
で
5
年
目
と
な
り
ま
す
。

▼
滞
在
期
間　

12
月
28
日
（
木
）
～

　

１
月
４
日
（
木
）

▼
来
町
す
る
学
生　

５
人

▼
内
容　

期
間
中
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
と
一
緒
に
過
ご
し
た
り
、
そ
ば

打
ち
体
験
な
ど
を
し
ま
す
。

▼
募
集
期
限　

12
月
25
日
（
月
）

▼
そ
の
他　

期
間
中
は
温
泉
国
際
交
流

実
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
が
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

温
泉
国
際
交
流
実
行
委
員
会

　
（
温
泉
総
合
支
所　

振
興
課
内
）

　

℡（
０
７
９
６
）92
‐
１
１
３
１（
代
）

広報しんおんせん（12月号）

身
障
相
談

期　日 時　間 場　所 対　象 問い合わせ

12月20日（水） 午後1時30分～ 4時 温泉保健福祉センター
「すこやか～に」 温泉地域を対象 社会福祉協議会温泉支部

TEL（0796）92-1866

12月21日（木） 午後1時～ 3時 役場 浜坂地域を対象 社会福祉協議会浜坂支部
TEL（0796）82-1071

心
配
ご
と
相
談

期　日 時　間 場　所 対　象 問い合わせ

12月20日（水） 午後1時30分～ 4時 温泉保健福祉センター
「すこやか～に」 温泉地域を対象 社会福祉協議会温泉支部

TEL（0796）92-1866

12月27日（水） 午後1時30分～ 4時 役場 浜坂地域を対象 社会福祉協議会浜坂支部
TEL（0796）82-1071

法
律
相
談

期　日 時　間 場　所 対　象 問い合わせ

12月20日（水） 午後1時30分～ 4時30分 温泉保健福祉センター
「すこやか～に」 全域を対象 社会福祉協議会

TEL（0796）92-1866

法
律
相
談

期　日 時　間 場　所 内　容 問い合わせ

   1月20日（土） 午後1時～ 4時 豊岡市民会館

登記、相続、多
重債務、消費者
問題及び成年後
見など

兵庫県司法書士会但馬支部
司法書士法律相談委員会
TEL（079）665-8025
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町
営
住
宅
入
居
者
募
集

細
田
団
地

◇
所
在
地　

細
田
字
細
久
保
４
３
５
番

地
の
１

◇
構
造
等　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造　

２
階
建
（
住
宅
は
２
階
部
分
の
み
）

◇
住
戸
タ
イ
プ　

標
準
住
戸
３
Ｌ
Ｄ

Ｋ
、
専
用
面
積
64
㎡

◇
住
戸
内
容　

ダ
イ
ニ
ン
グ
キ
ッ
チ

ン
、
和
室
３
部
屋
、
浴
室
、
ト
イ
レ
、

バ
ル
コ
ニ
ー
、
温
泉
配
湯

◇
募
集
戸
数　

３
戸

◇
付
属
施
設　

駐
車
場
（
６
台
）

◇
家
賃
（
月
額
）　

４
万
円

◇
駐
車
場　

１
区
画
無
料
（
２
区
画
目

４
０
０
０
円
／
月
）

◇
入
居
可
能
日　

平
成
19
年
１
月
15
日

（
予
定
）

◇
そ
の
他　

町
営
住
宅
細
田
団
地
は
、

住
む
と
こ
ろ
に
困
窮
し
て
い
る
方
を

対
象
に
、
昭
和
61
年
度
に
神
戸
地
方

法
務
局
湯
村
出
張
所
と
し
て
建
築
さ

れ
た
現
有
建
物
を
、
町
営
住
宅
と
し

て
整
備
・
改
修
し
た
も
の
で
す
。

井
土
団
地
（
空
家
）

◇
所
在
地　

井
土
６
１
４
番
地
の
1

◇
構
造
等　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
４

階
建

◇
住
戸
タ
イ
プ　

２
階
部
分　

３
Ｌ
Ｄ

Ｋ
、
専
用
面
積
74
㎡

◇
募
集
戸
数　

１
戸
（
３
２
５
号
室
）

◇
付
属
施
設　

駐
車
場
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー

◇
家
賃(

月
額)　

２
万
５
３
０
０
円

～
４
万
２
０
０
０
円
（
収
入
に
応
じ

決
定
し
ま
す
）

◇
駐
車
場　

１
区
画
無
料
（
２
区
画
目

４
０
０
０
円
／
月
）

◇
入
居
可
能
日　

平
成
19
年
１
月
15
日

（
予
定
）

▼
入
居
資
格
（
細
田
団
地
・
井
土
団
地
）

◇
現
に
同
居
し
、
又
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
の
あ
る
人
。（
原
則
、
単

身
で
は
入
居
で
き
ま
せ
ん
）

◇
現
在
、住
宅
に
困
窮
し
て
お
ら
れ
る
人
。

◇
新
温
泉
町
に
居
住
し
て
い
る
人
、
又

は
新
温
泉
町
に
居
住
し
て
い
な
く
て

も
入
居
決
定
後
に
当
該
町
営
住
宅
に

住
所
異
動
が
可
能
な
人
。

◇
法
令
で
定
め
る
所
得
基
準
に
合
致
さ

れ
て
い
る
人
。

◇
連
帯
保
証
人
（
２
人
）
の
あ
る
人

◇
法
令
を
遵
守
し
、
団
地
及
び
周
辺
地

域
で
円
満
な
共
同
生
活
を
営
む
こ
と

の
出
来
る
人
。

▼
申
込
受
付
期
限

　

12
月
25
日
（
月
）
ま
で

　

※
書
類
を
準
備
し
て
い
た
だ
く
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
申
し
込

み
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
方
法

　

入
居
申
込
書
等
（
建
設
課
、
温
泉
総

合
支
所
産
業
建
設
課
に
あ
り
ま
す
）

に
、
必
要
書
類
を
添
え
て
、
申
込
者

本
人
が
建
設
課
ま
た
は
温
泉
総
合
支

所
産
業
建
設
課
ま
で
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。（
郵
送
及
び
書
類
不
備
の
場

合
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課　

管
理
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
５

　

温
泉
総
合
支
所　

産
業
建
設
課

　

℡（
０
７
９
６
）92
‐
１
１
３
１（
代
）

平
成
19
年
度
自
治
医
科
大
学
医
学
部

入
学
志
願
者
及
び
兵
庫
医
科
大
学
兵

庫
県
推
薦
入
学
志
願
者
の
募
集

　

兵
庫
県
は
、
へ
き
地
に
お
け
る
医
師

不
足
解
消
の
た
め
、
自
治
医
科
大
学
、

兵
庫
医
科
大
学
に
お
い
て
、
大
学
か
ら

入
学
金
、
授
業
料
等
が
貸
与
さ
れ
、
卒

業
後
へ
き
地
で
一
定
期
間
勤
務
す
る
と

返
還
を
免
除
さ
れ
る
と
い
う
制
度
を
設

け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
平
成
19
年
度
入
学
志
願

者
の
募
集
が
行
わ
れ
ま
す
。詳
し
く
は
、

兵
庫
県
健
康
生
活
部
医
務
課
あ
て
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

兵
庫
県
健
康
生
活
部
医
務
課

　

℡（
０
７
８
）３
４
１
‐
７
７
１
１（
代
）

広報しんおんせん（12月号）

H18（2006）.12.14

町営住宅（細田団地）
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I N F O R M A T I O N
海
洋
体
験
学
習
「
Ｂ
＆
Ｇ
体

験
ク
ル
ー
ズ
」
参
加
者
募
集

　

客
船
で
の
航
海
、
集
団
生
活
、
寄
港

地
で
の
自
然
体
験
な
ど
を
通
し
て
、
礼

儀
、
節
度
な
ど
の
社
会
性
を
学
ぶ
と
と

も
に
、
海
（
自
然
）
の
恩
恵
と
保
全
へ

の
意
識
づ
け
を
行
い
、
豊
か
な
人
間
形

成
を
図
り
ま
す
。

▼
と
き　

平
成
19
年
３
月
26
日
（
月
）

～
31
日
（
土
）

▼
行
き
先　
（
寄
港
地
）
東
京
都
小
笠

原
村
・
父
島
（
二
見
港
）

　

※
出
発
地　

東
京
晴
海
ふ
頭

▼
主
催　
（
財
）ブ
ル
ー
シ
ー
・
ア
ン
ド
・

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
財
団

▼
対
象　

小
学
校
４
年
生
～
中
学
校
３

年
生
）

▼
募
集
人
員　

３
人
（
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
）

▼
参
加
料

◇
小
学
生　

９
万
９
３
０
０
円

◇
中
学
生　

11
万
３
４
０
０
円

　

※
い
ず
れ
も
町
が
２
万
円
を
補
助
し

　

ま
す
。参
加
料
は
助
成
前
の
金
額
。

▼
募
集
期
限　

12
月
20
日
（
水
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課　

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
９

第
３
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

▼
と
き　

平
成
19
年
２
月
11
日
（
日
）

▼
と
こ
ろ　

県
立
但
馬
技
術
大
学
校

▼
試
験
区
分　

甲
種
、
乙
種
全
類
及
び

丙
種

▼
願
書
受
付　

12
月
18
日
（
月
）
～

　

21
日
（
木
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

美
方
広
域
消
防
本
部
予
防
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
０
１
１
９

　

―

製
造
事
業
所
の
皆
さ
ま
へ―

統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

平
成
18
年
工
業
統
計
調
査
を
12
月
31

日
現
在
で
行
い
ま
す
。

　

調
査
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
本
年

12
月
か
ら
来
年
１
月
に
か
け
て
調
査
員

が
伺
い
ま
す
。

　

調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
内

容
に
つ
い
て
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
秘

密
を
厳
守
し
ま
す
の
で
、
正
確
な
ご
記

入
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

企
画
課　

広
報
情
報
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
４

　

―

新
し
い
サ
ー
ビ
ス
の
お
知
ら
せ―

年
金
を
受
け
て
い
る
人
の
「
現
況

届
」の
提
出
が
不
要
に
な
り
ま
す
！

　

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
を
受
け
て
い

る
人
は
、
毎
年
誕
生
月
に
現
況
届
を
提

出
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
住

民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

を
活
用
し
て
現
況
確
認
を
行
う
た
め
、

本
年
12
月
に
誕
生
日
を
迎
え
る
人
か

ら
、
原
則
と
し
て
現
況
届
の
提
出
が
不

要
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
人
は
引
き

続
き
「
現
況
届
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

（
誕
生
月
に
今
ま
で
ど
お
り
現
況
届
が

送
付
さ
れ
ま
す
）

◇
社
会
保
険
庁
で
保
有
し
て
い
る
本
人

基
本
情
報
（
氏
名
、
性
別
、
生
年
月

日
、
住
所
）
と
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
情
報
が
相
違

し
、
住
民
票
コ
ー
ド
を
確
認
で
き
な

い
人
。（
住
民
票
コ
ー
ド
を
確
認
で

き
な
か
っ
た
人
に
は
、
社
会
保
険
庁

か
ら
そ
の
旨
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

◇
外
国
籍
（
外
国
人
登
録
）
の
人

◇
外
国
に
お
住
ま
い
の
人

※
加
給
年
金
額
対
象
者
の
生
計
維
持
確

認
や
診
断
書
の
提
出
は
引
き
続
き
必

要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

社
会
保
険
庁「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」

　

℡
（
０
５
７
０
）
０
７
‐
１
１
６
５

H18（2006）.12.14
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感
染
性
胃
腸
炎
が
急
増

し
て
い
ま
す
！

　

今
年
は
、
感
染
性
胃
腸
炎
の
患
者
が

全
国
的
に
流
行
し
て
い
ま
す
。
但
馬
地

域
に
お
い
て
も
、
患
者
の
数
が
急
増
し

て
い
ま
す
。

　

吐
き
気
と
下
痢
を
主
体
と
し
た
こ
の

病
気
は
、
簡
単
に
周
囲
の
人
に
感
染
し

て
し
ま
い
ま
す
。
正
し
い
知
識
で
、
予

防
し
ま
し
ょ
う
。

感
染
性
胃
腸
炎
と
は
？

　

感
染
性
胃
腸
炎
は
、
多
種
多
様
の
原

因
に
よ
る
も
の
で
、
ウ
イ
ル
ス
ま
た
は

細
菌
に
よ
る
胃
腸
炎
の
総
称
で
す
。

　

こ
の
病
気
の
症
状
は
、
原
因
と
な
る

病
原
体
や
個
人
の
体
力
等
に
よ
り
異
な

り
ま
す
が
、
発
熱
、
下
痢
、
悪
心
、
吐

き
気
、
腹
痛
な
ど
が
み
ら
れ
ま
す
。
は

じ
め
に
発
熱
が
あ
り
、
そ
の
後
、
吐
き

気
、
下
痢
な
ど
お
な
か
の
症
状
が
遅
れ

て
出
現
す
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

ど
の
よ
う
に
感
染
す
る
の
？

　

こ
の
感
染
性
胃
腸
炎
の
感
染
経
路
は

ほ
と
ん
ど
が
経
口
感
染
（
ウ
イ
ル
ス
が

口
か
ら
体
内
に
入
る
感
染
）
で
、
次
の

３
つ
の
ル
ー
ト
が
考
え
ら
れ
ま
す

▼
汚
染
さ
れ
て
い
た
食
品
を
、
生
あ
る

い
は
十
分
に
加
熱
調
理
し
な
い
で
食

べ
た
場
合
。

▼
食
品
を
取
り
扱
う
人
が
感
染
し
て
、

そ
の
人
を
介
し
て
汚
染
さ
れ
た
食
品

を
食
べ
た
場
合
。

▼
感
染
し
た
人
の
便
や
嘔
吐
物
か
ら
二

次
感
染
し
た
場
合
。

予
防
法
は
？

　

感
染
経
路
の
ほ
と
ん
ど
が
、
経
口
感

染
で
あ
り
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の

空
気
感
染
す
る
ウ
イ
ル
ス
に
比
べ
る
と

ず
っ
と
予
防
が
し
や
す
い
ウ
イ
ル
ス
で

す
。
ウ
イ
ル
ス
が
口
か
ら
体
内
に
入
る

の
を
防
ぐ
た
め
に
次
の
こ
と
に
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

▼
手
洗
い
を
徹
底
し
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

※
手
洗
い
は
食
中
毒
、
感
染
症
予
防
の

基
本
（
最
も
有
効
な
方
法
）
で
す
。

▼
食
品
は
十
分
加
熱
し
ま
し
ょ
う
。

▼
調
理
器
具
を
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。（
ま

な
板
、
包
丁
、
ふ
き
ん
な
ど
は
、
家

庭
用
漂
白
剤
で
消
毒
す
る
か
熱
湯
消

毒
し
ま
し
ょ
う
）

▼
便
や
嘔
吐
物
の
付
着
し
た
物
を
処
理

す
る
場
合
は
ビ
ニ
ー
ル
手
袋
を
用
い

ま
し
ょ
う
。
家
族
に
胃
腸
炎
の
症
状

が
見
ら
れ
た
と
き
は
、
特
に
注
意
が

必
要
で
す
。  

下
痢
や
吐
き
気
の
症
状

が
出
た
ら
？

　

冬
場
に
下
痢
や
吐
き
気
の
胃
腸
症
状

を
来
す
原
因
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
風
邪

の
原
因
ウ
イ
ル
ス
で
も
起
こ
り
ま
す
。

ど
の
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
も
の
で
あ
れ
、

一
番
心
配
な
こ
と
は
脱
水
症
状
を
起
こ

す
こ
と
で
す
。
安
静
に
し
て
、
水
分
を

十
分
に
補
給
し
ま
し
ょ
う
。
水
分
は
お

茶
、
ジ
ュ
ー
ス
、
ス
ポ
ー
ツ
飲
料
な
ど

で
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
や
お
子
様
は
吐
い
た

物
を
の
ど
に
つ
ま
ら
せ
て
し
ま
わ
な
い

よ
う
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

消
毒
液
の
作
り
方

◇
濃
度
０
・
１
％
の
消
毒
液

→
バ
ケ
ツ
に
３
分
の
１
ほ
ど
水
を
入

れ
、
ハ
イ
タ
ー
を
キ
ャ
ッ
プ
４
杯
入

れ
る
。

・
調
理
器
具
な
ど
は
、
洗
っ
た
後
、
濃

度
０
・
１
％
の
消
毒
液
に
30
分
つ
け

て
か
ら
水
洗
い
。

・
ト
イ
レ
、
浴
室
な
ど
は
、
そ
う
じ
の

あ
と
濃
度
０
・
１
％
の
消
毒
液
に
つ

け
た
ぞ
う
き
ん
で
ふ
き
取
る
。

・
患
者
の
下
着
、
シ
ー
ツ
な
ど
は
濃
度

０
・
１
％
の
消
毒
液
に
30
分
つ
け
て

か
ら
洗
濯
す
る
。

◇
濃
度
０
・
０
５
％
の
消
毒
液

→
バ
ケ
ツ
に
３
分
の
１
ほ
ど
水
を
入

れ
、
ハ
イ
タ
ー
を
キ
ャ
ッ
プ
２
杯
入

れ
る
。

・
ド
ア
ノ
ブ
、
電
話
機
な
ど
は
濃
度

　

０
・
05
％
の
消
毒
液
に
つ
け
た
ぞ
う

き
ん
で
ふ
き
取
る
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

兵
庫
県
豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所

　
（
豊
岡
保
健
所
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
26
‐
３
６
６
０

広報しんおんせん（12月号）

H18（2006）.12.14
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I N F O R M A T I O N
歳
末
助
け
合
い
運
動
に
つ
い
て

　

12
月
１
日
か
ら
１
ヵ
月
間
、
歳
末
た

す
け
あ
い
運
動
が
全
国
一
斉
に
展
開
さ

れ
ま
す
。
歳
末
助
け
合
い
運
動
は
、
経

済
的
、
社
会
的
に
恵
ま
れ
な
い
人
々
に

対
し
て
、
地
域
で
安
心
し
て
新
し
い
年

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
助
け
合

い
を
行
う
も
の
で
す
。

　

皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
期
間　

12
月
１
日（
金
）～
20
日（
月
）

▼
持
ち
寄
り
先　

新
温
泉
町
社
会
福
祉

協
議
会
浜
坂
支
部
（
二
日
市
）、
同

温
泉
支
部
（
湯
）

▼
持
ち
寄
り
品
目　

現
金
、
物
品

▼
問
い
合
わ
せ

　

新
温
泉
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

℡
（
０
７
９
６
）
99
‐
２
４
８
８

▼
手
当
の
額

　

児
童
の
障
が
い
の
程
度
に
よ
り
、
児

童
１
人
に
つ
き

　
▼
所
得
制
限
限
度
額

特
別
児
童
扶
養
手
当
制

度
に
つ
い
て

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
身
体
ま
た

は
精
神
に
障
が
い
の
あ
る
児
童
を
監
護

す
る
父
若
し
く
は
母
、
ま
た
は
父
母
に

か
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
受
給
対
象
者

　

20
歳
未
満
で
心
身
ま
た
は
精
神
に
重

度
障
が
い
、
中
度
障
が
い
の
あ
る
児
童
。

た
だ
し
、次
の
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

◇
手
当
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
、
対
象

と
な
る
児
童
が
、
日
本
に
住
ん
で
い

な
い
場
合

◇
児
童
が
肢
体
不
自
由
児
施
設
や
知
的

障
が
い
児
施
設
な
ど
の
施
設
に
入
所

し
て
い
る
場
合

◇
児
童
が
障
が
い
を
理
由
と
し
て
厚
生

年
金
な
ど
公
的
年
金
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
る
場
合

広報しんおんせん（12月号）

H18（2006）.12.14

▼
認
定
・
支
給
の
方
法

　

次
の
書
類
等
を
持
参
し
、
窓
口
で
手

続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
請
求
者
と
対
象
児
童
の
戸
籍
謄
本
、

住
民
票　

◇
預
金
通
帳
（
郵
便
局
の
み
。
銀
行
は

不
可
）、
印
鑑

◇
診
断
書
及
び
そ
の
他
の
書
類
（
請
求

者
に
よ
っ
て
必
要
書
類
が
異
な
り
ま

す
の
で
、
窓
口
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
）

▼
支
給
月

▼
そ
の
他

　

住
所
あ
る
い
は
氏
名
を
変
更
し
た
と

き
、
ま
た
は
受
給
資
格
が
無
く
な
っ
た

と
き
な
ど
は
、
そ
れ
ぞ
れ
届
け
出
が
必

要
で
す
の
で
、
窓
口
に
て
手
続
を
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課　

児
童
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
０

障がいの程度 手当額（月額）
重度障がい
（１級）

50,750 円

中度障がい
（２級）

33,800 円

（平成 18 年 4 月改定）

扶養親族
等の数 受給者本人 配偶者及び扶養義務者

0 人 4,596,000 円 6,287,000 円
1 人 4,976,000 円 6,536,000 円
2 人 5,356,000 円 6,749,000 円
3 人 5,736,000 円 6,962,000 円

支給対象月 支給日
  8 月～ 11 月 11 月 11 日
12 月～   3 月 4 月 11 日
  4 月～   7 月 8 月 11 日
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▼
そ
の
他

　

路
上
駐
車
、
不
法
な
占
用
物
や
道
路

沿
い
の
電
気
柵
な
ど
未
撤
去
の
場
合
は

破
損
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ

の
際
の
責
任
は
負
い
か
ね
ま
す
の
で
あ

ら
か
じ
め
撤
去
に
つ
い
て
ご
理
解
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課　

管
理
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
５

年
末
の
交
通
事
故
防
止
運
動

　

年
末
の
交
通
事
故
で
は
、
後
を
絶
た

な
い
飲
酒
運
転
に
歯
止
め
を
か
け
る
と

と
も
に
、
子
ど
も
、
高
齢
者
を
交
通
事

故
か
ら
守
る
取
り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。

ま
た
、
日
没
時
間
の
早
ま
り
に
伴
う
安
全

な
交
通
行
動
の
推
進
を
図
り
ま
す
。
ぜ

ひ
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い
交
通

マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
づ
け
ま
し
ょ
う
。

　

―

冬
を
快
適
に
過
ご
す
た
め―

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す

　

降
積
雪
時
に
は
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を

守
り
、
雪
対
策
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
気
象
情
報
等
に
十
分
注
意
し
、
大
雪

警
報
等
が
発
表
さ
れ
た
場
合
に
は
、

な
る
べ
く
外
出
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

▼
降
積
雪
時
に
は
、
な
る
べ
く
マ
イ

カ
ー
の
使
用
を
控
え
、
公
共
交
通
機

関
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

▼
降
積
雪
時
に
は
必
ず
冬
用
タ
イ
ヤ
や

チ
ェ
ー
ン
を
装
着
し
ま
し
ょ
う
。

▼
道
路
へ
の
雪
の
投
げ
捨
て
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

▼
水
は
限
り
あ
る
資
源
で
す
。
水
道

水
を
融
雪
に
使
わ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

▼
屋
根
の
雪
下
ろ
し
中
の
転
落
事
故
や

小
型
除
雪
機
械
に
よ
る
事
故
が
な
い

よ
う
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
生
活
道
路
や
歩
道
、
バ
ス
停
付
近
、

防
火
水
槽
、
用
水
路
付
近
の
除
排
雪

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
寒
い
屋
外
で
の
除
雪
作
業
の
際
に

は
、健
康
管
理
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

除
雪
に
つ
い
て
の
お
願
い

　

本
町
は
、
交
通
を
確
保
し
住
民
の
生

活
安
定
を
図
る
た
め
、
幹
線
道
路
等
の

除
雪
を
行
い
ま
す
。
除
雪
は
、
夜
も
明

け
な
い
早
朝
か
ら
の
出
勤
、
悪
天
候
の

中
で
の
作
業
な
ど
、
大
変
な
苦
労
と
危

険
を
伴
い
ま
す
。
事
故
が
な
く
ス
ム
ー

ス
に
除
雪
で
き
る
よ
う
、
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
除
雪
作
業
に
支
障
が
生
じ
ま
す
の

で
、
路
上
で
の
駐
車
は
し
な
い
で
下

さ
い
。

◇
電
線
類
の
垂
れ
下
が
り
や
樹
木
の
倒

伏
な
ど
が
な
い
よ
う
に
固
定
、
伐
採

を
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
側
溝
上
な
ど
に
、
不
法
な
占
有
物
を

置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◇
道
路
沿
い
の
電
気
柵
な
ど
は
撤
去
し

て
く
だ
さ
い
。

◇
消
火
栓
に
は
目
印
と
な
る
赤
い
旗
等

を
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
排
雪
場
所
の
確
保
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。
排
雪
場
所
が
な
け
れ
ば
除
雪
で

き
ま
せ
ん
。
特
に
道
路
沿
い
の
ご
家

庭
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

H18（2006）.12.14

広報しんおんせん（12月号）

▼
重
点
推
進
項
目

◇
飲
酒
運
転
の
根
絶

◇
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

◇
夕
暮
れ
ど
き
の
交
通
事
故
防
止

▼
問
い
合
わ
せ

　

町
民
課　

消
防
防
災
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
１

下
水
道
へ
の
接
続
促
進
に
つ
い
て

　

下
水
道
は
供
用
開
始
後
、
３
年
以
内

に
接
続
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し

て
い
ま
す
が
、
ま
だ
未
接
続
の
家
庭
、

事
業
所
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
現

在
、
職
員
が
未
接
続
の
家
庭
等
に
戸
別

訪
問
し
、
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
留
守
の
家
に
は
調
査
票

を
配
布
し
、
あ
ら
た
め
て
訪
問
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

な
お
、
下
水
道
へ
の
接
続
工
事
は
指

定
工
事
店
で
な
け
れ
ば
で
き
ま
せ
ん
。

接
続
工
事
を
す
る
場
合
は
、
指
定
工
事

店
に
依
頼
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

下
水
道
課　

下
水
道
施
設
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
３

　

温
泉
総
合
支
所　

産
業
建
設
課

　

℡（
０
７
９
６
）92
‐
１
１
３
１（
代
）
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広報しんおんせん（12月号）

公
立
浜
坂
病
院
・
健
康
課

か
ら
の
お
知
ら
せ

▼
12
月
22
日
（
金
）
は
耳
鼻
咽
喉
科
休
診

　
　

公
立
浜
坂
病
院
は
、
毎
週
火
曜

～
金
曜
日
に
耳
鼻
咽
喉
科
の
診
療
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、12
月
22
日
（
金
）

は
、
休
診
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
年
末
年
始
休
診
の
お
知
ら
せ

　
　

12
月
29
日
（
金
）
か
ら
翌
年
１
月

３
日
（
水
）
ま
で
外
来
診
察
を
休
診

し
ま
す
。
た
だ
し
、
救
急
患
者
様
に

つ
い
て
は
、
日
・
当
直
担
当
医
師
が

診
察
し
ま
す
。

　

※
照
来
診
療
所
、
八
田
診
療
所
及
び

歯
科
診
療
所
も
同
様
に
休
診
し
ま
す
。

▼
住
民
の
皆
さ
ま
へ
お
願
い

　
　

公
立
浜
坂
病
院
は
、
相
次
ぐ
診

療
科
の
休
診
等
で
深
刻
な
医
師
不
足

（
現
在
常
勤
医
師
６
人
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
の
健
康
管
理

と
早
め
の
対
処
に
心
が
け
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

公
立
浜
坂
病
院

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
１
６
１
１

年末年始（12/29 ～ 1/3）の主な公共施設の営業状況

施設名
12 月 １月

備考29 日 30 日 31 日 1 日 2 日 3 日
金 土 日 月 火 水

ユートピア浜坂
（℡ 82-5080）

10:00 ～
22:00

10:00 ～
22:00

10:00 ～
21:00

13:00 ～
21:00

10:00 ～
22:00

10:00 ～
22:00

七釜温泉ゆーらく館
（℡ 83-1526）

8:00 ～
22:00

8:00 ～
22:00

9:00 ～
21:00

10:00 ～
21:00

10:00 ～
21:00

10:00 ～
21:00

おもしろ昆虫化石館
（℡ 93-0888） 休み 休み 休み 休み 9:00 ～

17:00
9:00 ～

17:00
リフレッシュパークゆむら

（℡ 92-2002）
10:00 ～

19:00
10:00 ～

19:00
10:00 ～

19:00
10:00 ～

18:00
10:00 ～

19:00
10:00 ～

19:00
夢千代館

（℡ 99-2300）
9:00 ～

18:00
9:00 ～

18:00
9:00 ～

18:00
9:00 ～

18:00
9:00 ～

18:00
9:00 ～

18:00
健康公園

（℡ 92-1713）
8:00 ～

17:00
8:00 ～

17:00
8:00 ～

17:00
8:00 ～

17:00
8:00 ～

17:00
8:00 ～

17:00
ログハウスカナダ

（℡ 92-2777） 満室 満室 満室 満室 満室 満室

但馬牧場公園
（℡ 92-2641）

9:00 ～
17:00

9:00 ～
17:00

9:00 ～
17:00

9:00 ～
17:00

9:00 ～
17:00

9:00 ～
17:00

杜氏館
（℡ 92-2000）

9:00 ～
18:00

9:00 ～
18:00

9:00 ～
18:00

9:00 ～
18:00

9:00 ～
18:00

9:00 ～
18:00

上山高原ふるさと館
（℡ 99-4600） 休み 休み 休み 休み 9:00 ～

17:00
9:00 ～

17:00
クリーンセンター

（℡ 82-1571）
9:00 ～

16:00 休み 休み 休み 休み 休み

リサイクルセンター
（℡ 82-4860）

9:00 ～
16:00 休み 休み 休み 休み 休み

（注１）役場・温泉総合支所など上記以外の公共施設は、年末年始が休みとなります。
（注２）ごみの収集は、各戸配布の「ごみ収集計画書またはごみカレンダー」で確認してください。
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Ｔ
Ａ
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ａ 

ク
ラ
シ
ッ
ク
パ
ー
クVol.6   

　
　
　
　
　
　

の
ご
案
内   

　　

恒
例
と
な
っ
た
「
Ｔ
Ａ
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ａ
ク

ラ
シ
ッ
ク
パ
ー
ク
」。本
年
は
、、夢
ホ
ー

ル
で
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
と
ピ
ア
ノ
の
デ
ュ

オ
リ
サ
イ
タ
ル
を
行
い
ま
す
。
ク
リ
ス

マ
ス
前
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

12
月
17
日
（
日
）

　

午
後
２
時
～

▼
と
こ
ろ　

夢
ホ
ー
ル

▼
主
催　

新
温
泉
町
、
新
温
泉
町
教
育

委
員
会

▼
演
奏
者　

神
代
修
（
ト
ラ
ン
ペ
ッ

ト
）、
徳
永
洋
明
（
ピ
ア
ノ
）

▼
入
場
料　

大
人
１
０
０
０
円
、　

高

校
生
以
下
５
０
０
円
（
当
日
は
各

３
０
０
円
増
）

▼
そ
の
他　

本
事
業
は
（
財
）
地
域
創

造
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

浜
坂
公
民
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
３
３
９

　

温
泉
公
民
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
８
７
０

「
夢
ホ
ー
ル
カ
ラ
オ
ケ
大
会
」 

出
場
者
募
集

▼
と
き

◇
予
選
大
会　

平
成
19
年
３
月
４
日

（
日
）
午
後
１
時
30
分
～

◇
決
勝
大
会　

平
成
19
年
３
月
11
日

（
日
）
午
後
１
時
30
分
～

▼
と
こ
ろ　

夢
ホ
ー
ル

▼
主
催　

夢
ホ
ー
ル
ス
テ
ー
ジ
オ
ペ

レ
ー
タ
ク
ラ
ブ

▼
募
集
人
員　

80
人

▼
参
加
料　

３
０
０
０
円

▼
参
加
資
格　

高
校
生
以
上

▼
募
集
期
間　

12
月
18
日
（
月
）
～

　

１
月
17
日
（
水
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

Ｙ
Ｓ
Ｏ
Ｃ
事
務
局
（
温
泉
公
民
館
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
８
７
０

▼
部
門

◇
囲
碁
の
部　

Ａ
級
（
４
段
以
上
）、

Ｂ
級（
３
～
初
段
）、Ｃ
級（
１
級
以
下
）

◇
将
棋
の
部　

Ａ
級
（
有
段
者
）、
Ｂ

級
（
１
級
以
下
）、Ｃ
級
（
小
中
学
生
）

▼
参
加
費

「
第
22
回
美
方
郡
新
春
囲
碁

将
棋
大
会
」
参
加
者
募
集

　

皆
さ
ま
が
日
ご
ろ
か
ら
磨
い
て
い
る

囲
碁
、将
棋
の
技
を
ご
披
露
く
だ
さ
い
。

た
く
さ
ん
の
人
と
の
出
会
い
、
ふ
れ
あ

い
の
輪
が
さ
ら
に
広
が
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

平
成
19
年
１
月
14
日
（
日
）

午
前
８
時
45
分
～

▼
と
こ
ろ　

高
齢
者
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー「
い
こ
い
の
里
」（
香
美
町
小
代
区
）

▼
主
催　

美
方
郡
新
春
囲
碁
将
棋
大
会

実
行
委
員
会

広報しんおんせん（12月号）

H18（2006）.12.14

‐ 11月にオープンした夢千代館足湯‐

「アオギリの湯」と命名

　去る 11 月３日にオープンした夢千代館の足湯
の愛称が「アオギリの湯」と決まりました。
　本年 10 月１日に恒久平和の町宣言を行った本
町は、合併前から夢千代館で「被爆アオギリ」の
2世、3世の苗を譲り受け、育ててきました。「被
爆アオギリ」は、昭和 20（1945）年 8 月６日、
広島市に投下れた原爆により、焼けただれながら
も新芽を出し、人々に勇気と希望を与えたとされ
るものです。
　「夢千代館　アオギリの湯」は、「被爆アオギリ」
にちなんで命名したものです。本町は、愛称決定
により 12 月 10 日に「アオギリの湯」に看板を
設置しました。

‐ 問い合わせ ‐
温泉総合支所　振興課

　℡（0796）92 ‐ 1131（代）

◇
一
般　

１
２
０
０
円

◇
小
中
学
生　

６
０
０
円

▼
参
加
対
象　

小
学
生
以
上

▼
募
集
期
限　

12
月
25
日
（
月
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

浜
坂
公
民
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
３
３
９

　

温
泉
公
民
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
８
７
０




